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女性の社会的地位の向上と

女性医師の育成に生涯を捧げた

東京女子医科大学の創立者

東京女醫學校創立当時の吉岡彌生（29歳）
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東京女東京女醫學校醫學校創立当創立当時の吉時の吉岡彌生岡彌生（29（29歳）歳）
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遠江国城東郡嶺向村（現静岡県掛川市上土方）で生まれる。

上京し、済生学舎に入学。「女医学生懇談会」をつくる。

内務省医術開業試験前期試験に合格。

医術開業試験後期試験に合格。

吉岡荒太と結婚。

飯田町4丁目9番地に東京至誠医院を開院。

東京至誠医院の一室に東京女醫學校を創立。

東京女醫學校校長。

日本女医会会長。

文部省生活改善講習会講師となる。

ドイツよりプロイセン赤十字第二等第三等章を贈呈される。

勲六等瑞宝章を授与される。

第一回汎太平洋婦人会議（於ホノルル）に日本女医会代表として出席。

大礼記念章を授与される。

文部省社会教育調査委員会委員に就任。教育功労賞を受章。

日本赤十字社特別社員となり、有功章を受章。

女性として初めて内閣の教育審議会委員となる。

厚生省・文部省の嘱託として、欧米諸国の母子保護事業・医学教育を視察。

勲五等瑞宝章を授与される。

日本医師会参与。厚生省顧問に就任。

東京女子医科大学学頭に就任。

勲四等宝冠章を授与される。

5月22日午後10時55分、世田谷区羽根木町の自宅で逝去（享年88）。

正五位勲二等瑞宝章を追贈される。

1890年5月
医術開業試験前期試験合格
19歳の吉岡彌生（右端）

57歳洋装の吉岡彌生

1928年10月
第一回汎太平洋婦人会議を
終え横浜港船上に学生の出
迎えを受ける

建 学 の 精 神
東京女子医科大学は、1900年（明治33年）に創立された東京女醫學校を母体として設立された。東京女子医科

大学の創立者である吉岡彌生は、1952年（昭和27年）の新制大学設立に際し、東京女醫學校創立の主意をもって

建学の精神とした。その主旨は、高い知識・技能と病者を癒す心を持った医師の育成を通じて、精神的・経済的

に自立し社会に貢献する女性を輩出することであった。新制大学設立時の学則には「医学の蘊奥（うんおう）を

究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する。」と記されており、これが本学の建学の精神である。

現在の東京女子医科大学の使命は、最良の医療を実践する知識・技能を修め高い人格を陶冶した医療人および

医学・看護学研究者を育成する教育を行うことである。大学建学の精神に基づき、大学教育では社会に貢献

する女性の医療人を育成する。
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理事長　岩本 絹子

至誠と愛
東京女子医科大学の使命を達成するための教育・研究・診療の基盤となる理念は、「至誠と愛」である。至誠は、「常住不断

私が患者に接するときの根本的な心構えを短い二つの文字のなかに言い現したもの（吉岡彌生傅）」という創立者吉岡彌生の座右

の銘であり、「きわめて誠実であること」「慈しむ心（愛）」は教育・研究・診療の総ての場において求められる。大学およびそこに学び

働くものは本学の理念である「至誠と愛」に従って活動しなくてはならない。

自立した女性医療人と指導的立場となる
人材の育成を目指します

東京女子医科大学は、1900年（明治33年）に創立された東京女醫學校を母体として設立されました。創立者である吉岡彌生先生は、
1952年（昭和27年）の新制大学設立に際し、東京女醫學校創立の主旨をもって建学の精神としています。新制大学設立時の学則には、
「医学の蘊奥（うんおう）を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する。」と記されており、この建学の精神が認めら
れ、戦後間もないころ11校あった女医学校の中で唯一本学だけが、女子医科大学として存続することができました。その主旨は、高い
知識・技能と病者を癒す心を持ち、優れた人格を備えた、精神的・経済的に自立し社会に貢献する女性医師を輩出することです。
「医学の蘊奥を究める」だけでなく、「人格の陶冶を目指す」ことが重要だと考えています。この使命を達成するために、本学の教育・
研究・診療のすべての基盤となる理念は「至誠と愛」であり、創立者が大切にしていた言葉です。本学は女性のみに医学教育を行う
唯一の機関ですが、女性活躍推進法が成立した現在においては、単に女性医療人を育成するだけでなく、指導的立場となる人材を
数多く輩出していくことが望まれています。
2018年度の統計において、日本における女性医師の割合はかなり低く、世界の女性医師の割合で見ても、OECD加盟国37カ国中、
日本は21.1％で最下位という状況です。しかし近年、日本の20代～ 30代の若手女性医師の割合は30％を越えており、徐々に増えて
いく傾向ですが、まだまだ非常に少ないのが現状です。このような状況の中、創立より長きに渡り、多くの女性医療人を輩出し続け
ている本学の果たす役割は非常に大きく、本学の意義があらためて高く評価され、より一層重要な存在となっています。

■大学の理念
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学校法人 東京女子医科大学
■組織概略図
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学長　丸 義朗

医学教育の質の向上と人間形成を
重視した教育を推進します

これまで東京女子医科大学では、高度な学術を身につける医療人を育成することを目標に、優れた先人によって、丁寧で質の高い
教育プログラムによる教育がなされてきました。しかし、学術だけ優れていても、高い教養をもつ人格者でなければ、多様性とスピード
を特徴とする現代医療に立ち向かうことはできません。本学の理念「至誠と愛」のもと、医学教育の質をさらに向上させる取り組みを
実践するとともに、一方で人間形成を重視する教育をプログラムに盛り込んでいきます。医療人と患者さんの間の人間関係を学ぶこと
はもとより、医療人を意識する前の段階で、上下関係など様々な人と接する時の垣根を積極的にまたいで人と人との心を開いた関係を
作ること、そして最終的には信頼の構築を成果（アウトカム）としたいと考えています。本学は日本で唯一の女子医科大学です。男性に
比較して女性の方が医師として一定の指標では優れているという公衆衛生学的学術結果も公表されており、日本における女性医師の
割合が約20％と他国のそれを大きく下回る現状では、本学は量的貢献をすでにしています。 女性医師は子育てなどのため36歳で就
業率が一時的に低下します。様々なライフイベントに対して自らの手でキャリアデザインできるような学修、また女性の品位を身につけ
る学修・風土の構築を推進したいと考えています。

看
護
学
部

彌
生
塾
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河田町キャンパスのシンボルだった一号館

東京女醫學校正門(1906年)

東京女子医科大学

120余年の歩み
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2014年

2017年
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東京女醫學校創立

財団法人東京女子医学専門学校設立

東京女子医学専門学校開校

附属産婆看護婦養成所開設（1947年廃止）

東京女子厚生専門学校（保健婦養成）開校（1951年閉校）

財団法人東京女子医科大学予科認可

東京女子医科大学予科開設

東京女子医科大学医学部開設

学校法人東京女子医科大学認可

附属看護学院（乙種看護婦養成）開設

東京女子医科大学開校

附属看護学院を准看護学院に改称（1973年廃止）

大学院医学研究科開設

附属高等看護学校開校

看護短期大学開校（2001年閉校）

附属第二高等看護学校開校

（1977年附属第二看護専門学校に改称）

看護短期大学専攻科（助産婦養成）開設

附属高等看護学校を附属看護専門学校に改称（1990年閉校）

附属第二看護専門学校を看護専門学校に改称

看護学部開設

大学院医学研究科に先端生命医科学系専攻を開設

大学院看護学研究科博士前期課程開設

大学院看護学研究科博士後期課程開設

看護学部認定看護師教育センター開設

先端生命医科学センター開設

男女共同参画推進局開設

統合医科学研究所開設

早稲田大学との大学院共同教育課程開設

医療人統合教育学修センター開設

臨床研究支援センター開設

女性生涯教育支援センター開設

男女共同参画推進局を女性医療人キャリア形成センターに改称

実験動物研究所開設

新校舎棟（彌生記念教育棟・巴研究教育棟）竣工

研究推進センター開設

女性生涯教育支援センターを巴女子学生会館に改称

吉岡荒太のドイツ語講義(1917年)

吉岡彌生校長の診察

臨床講堂内部

東京女子医科大学正門

東京女子医科大学創立百周年記念式典

先端生命医科学センター

CONTENT S
03　建学の精神

04　理事長メッセージ／大学の理念

05　学長メッセージ／組織概略図

06　沿革
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16　Step by Step 4・5・6学年

18　キャンパスライフ

19　クラブ・同好会

20　キャンパスガイド

22　卒業後の進路

24　活躍する卒業生

26　大学院

27　奨学金・教育ローン・学費

28　医療施設

30　研究施設

32　2022年度入学者選抜
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●新校舎棟（彌生記念教育棟）

新たな歴史を刻む学びのステージ
1930年に建てられ、東京女子医科大学の歩みを見守ってきた一号館。河田町キャンパス
のシンボルでもあったこの建物は、2015年に85年の歴史に幕を閉じ、その跡に2020年2月、
最新設備を備えた新校舎棟（彌生記念教育棟）が竣工し、同年4月から医学部、看護学部
の講義室、図書館、基礎医学系の研究室などとして活用されています。新たな学びのステー
ジとなるこの新校舎棟から、次代を担う多くの女性医療人が巣立っていくことでしょう。

新校舎棟（彌生記念教育棟）

カフェテリア

3階屋上テラス

図書館
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●教育コンセプト

本学部は、2012年に世界医学教育連盟の国際外部評価団による我が国初
の医学部分野別評価を受け、世界基準の教育の質を確保した医学部と認定さ
れました。2019年には、日本医学教育評価機構による認証評価を受審し、
2020年に評価基準に適合していることが認定されました。このことにより、卒
業生は引き続き、米国ECFMG(Educational Commission for Foreign 
Medical Graduates)の受験資格と、合格者は研修資格が与えられます。

東京女子医科大学の基盤となる理念は、「至誠と愛」です。「きわめて誠実であること」
「慈しむ心（愛）」は教育・研究・診療の総ての場において求められています。この理念に従っ
て附属病院も運営され、その伝統は先人から若い先生方へも脈 と々引き継がれています。
東京女子医科大学は本院（新宿区）、足立医療センター（足立区）、八千代医療センター

（千葉県八千代市）の3病院を有しており、3病院で2000を超えるベッドを有しています。高度
で適切な治療を提供するために、本院には約50の診療科があり、最先端のカテーテル治療
や内視鏡治療のほか、手術件数は年間約10,000件、ロボット支援手術件数も年間約600例、
腹腔鏡手術などの低侵襲手術症例数も豊富で国内でも有数な高度医療を提供しています。
また、最先端の高度医療の提供だけでなく、患者さんに満足していただくことも大切です。

さまざまな病気を抱えた患者さんが安心して受診していただき、病院を出る時には希望をもっ
て、笑顔で帰宅いただけるような病院運営を行うべく職員一丸となり昼夜努力しています。
ベットサイド教育では、知識や技能だけでなく医療者として特に大切な態度を習得していただ
けるよう臨床現場でカリキュラムが工夫されています。
また各診療科で最先端の研究が行われています。医学部教育では、研究プロジェクトと

して3年生の希望者に臨床現場での研究に触れていただけるような工夫も行われています。
3つの附属病院では、大学の理念である『至誠と愛』を実践して、患者さんに優しい最善

の医療を全職員が一丸となって提供し、そして『医学の蘊奥を究め兼ねて人格を陶冶
（とうや）し社会に貢献する女性医療人を育成する。』という建学の精神に基づき女性
医療人を育成しています。

2020年に日本医学教育評価機構から7年間の適合認証を受理

知識、技能、
病者を癒す心を持ち、
社会で貢献する
女性医師の育成

本学は、創立者吉岡彌生先生の信念である「至誠と愛（きわめて誠実
であることと慈しむ心）」を理念とし、建学の精神に基づいて、高い知識・
技術を持つとともに、病気を癒す心の両者を兼ね備え、精神的・経済的
に自立し社会に貢献する女性医師の育成に努めてきました。まずは、「至
誠と愛」の実践学修などを通じて、医療人としての心を育んでいきます。
2020年度から医学部、看護学部が融合した彌生記念教育棟で有機的
な協働教育、リーダーシップ教育が開始され、良質なチーム医療を行うと
ともに、指導的役割を果たすことのできる女性医療人の育成が推進されま
す。また、併設の女性医療人キャリア形成センターでは、学生時代から医
師になった後も連続したサポートを受けられる仕組みをもち、他大学には
類をみない女性が学修しやすい教育環境を構築しております。多くの卒
業生が地域医療に貢献し、大学では講師、准教授、教授として教育、研
究に携わるという豊富なロールモデルの下、強いリーダーシップを持って日
本のみならず国際的にも活躍し、次世代を牽引し続けることのできる女性
医師を目指して頂ければと願っております。

医学部長

石黒 直子本院病院長

板橋 道朗

無理なく無駄のない
カリキュラム構成で
自然に医師への
ステップアップ

本学では統合カリキュラムを採用しており、一つの臓器の理解はその
基礎医学的な構造や機能の理解から病態に繋がり、診断や治療へと発
展します。予備知識が少なくても分かりやすい内容から開始して、複数
の臓器の基礎・臨床医学の理解の統合を必要とする内容に進むように
設計されています。これらを確実に定着させるために、講義・実習、
テュートリアル、TBLなどの多彩な方法を組み合わせて学修効果を上
げ、診療参加型臨床実習を経て、卒業時には医師としての十分な実践
力と人格が身につくように構成されており、2019年度医学教育分野別
評価を受審し高い評価を受けたカリキュラムです。

教務委員長

北川 一夫

心身ともに健康で
充実した学生生活を
過ごせるようサポート

本学では学生1人ひとりが心身ともに健康で希望に満ちた学生生活
が過ごせるよう様々なサポートを行っています。
健康面では学生健康管理室を中心とした校医の先生方から、大学

病院の各領域の第一線の医師まで幅広く対応しています。
大学生活面では学年担任の先生をはじめ、多くの先生方が学生の

皆さんに寄り添い支える体制が構築されています。
学内の種々の年間行事や試験・進級などの学業に関すること、学友

会やクラブ・同好会、東日本医科学生総合体育大会などの活動に関す
ること、奨学金や健康などのさまざまな悩みについての相談に親身になっ
て対応しています。さらに、至誠父母会との連携による医師国家試験へ
向けた支援や、卒業後の女性医師としてのキャリア支援に至るまで、卒
業生である教員が数多く参加し、「先輩たち」による幅広い支援を行って
います。医学教育分野別評価で高く評価されたカリキュラムと、これらの
支援を通して6年間ストレートで進級、卒業できる方が多いのが本学の
特色です。

学生部長

村﨑 かがり

『至誠と愛』を実践して、
患者さんに優しい最善の
医療を全職員が一丸となって
提供し、建学の精神に基づき
女性医療人を育成しています
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思考力・判断力・実践力を養う女子医大ならではの教育
問題解決力開発

■臨床・実践研修
1学年から臨床に触れる機会を用意

医療実践力開発

本格的な臨床実習は5・6学年に行われますが、授業で学んでいることがどのように臨床と関係しているかを、1学年からさまざまな臨床見学や
実習を通して学んでいきます。「至誠と愛」の実践学修の中では、外来患者付き添い実習や病棟看護体験、臨床検査部・放射線診断科実習、
地域診療所での研修などがあります。
5・6学年の臨床実習では、本学に隣接する東京女子医科大学病院をはじめ、足立医療センター、八千代医療センターなどの附属病院において

最先端の高度専門医療や地域医療、代替医療、女性医療など広い領域にわたる実習機会を提供しています。

■キャリア教育
継続して医療に携わっていくための
学修機会を提供
本学のめざす医学教育は、女性医師が継続して医療に携わって

社会貢献を果たすことであり、卒業生の多くがキャリアを継続するとい
う風土があります。こうした風土を受け継ぎ、学内・学外の先輩に
よる教育を通じてキャリア継続のためのビジョンを描けるよう、さまざまな
学修機会を提供しています。毎年5月に行われる「吉岡彌生記念
講演会」もその一つです。女性医師育成の歴史や卒業生との交流
などから、キャリア継続に向けた有形・無形の多くの気づきやヒント
が得られます。

■協働教育
看護学部と合同で“チーム医療”を体得
本学では、「チーム医療」（協働）を体得するために、医学部と看護学部が合同で学修する機会を設けています。例えば、1学年では医学部・看護
学部の交流実習、4学年では医学部・看護学部の学生が合同で院内の各職種と医療における連携について考えるワークショップ、5学年では看護
学部と合同で行われる病棟カンファレンスや、看護学部のほか他大学の学生と合同で生命倫理について考えるワークショップなどがあります。

■テュートリアル・TBL（Team-based learning）
学生自ら問題発見と解決法を探る能動的学修・ICTを駆使したシステムによる実践的学修
テュートリアルは、学生自身で問題発見と解決を行う新しい教育法として1990年に本学が日本で初めて導入しました。初めに学生に問題点を自分で見つけるきっ 

かけとなる事例（課題）が提示され、学生は課題文から問題点を見つけ、自己学修で解決します。問題発見解決の過程で、学生は6～8人の少人数グループに
分かれ事例を討論し、学んできたことを教え合い確実なものにします。本学部では1年生前期に実施しています。
TBLは、4学年の臨床推論学修として2008年から導入しているもので、学生が個人とチームで問題解決を行いながら臨床的思考力を修得していく実践的な学修

法です。教員から出題された問題をまず学生が個 に々解答し、次に6～7人のチームで討論しながらチームとしての解答を出します。そしてチーム間での討論を経て、
最後に教員が解答・解説を行います。こうした流れを、レスポンスアナライザーやWebClassという教育システムを駆使しながら進めているのが本学の大きな特徴です。
本学部では2013年から1学年の授業でも生理学学修の一環として、2019年から3学年の授業でもTBLを導入しました。2020年からは1学年後期～4学年の全て

の学年の授業でTBLを本格的に導入しています。

●女子医大スタイル
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●国際交流

私立医科大学の海外交換留学のパイオニアとして
世界に通用するグローバルな医師を養成

本学の国際交流は、イギリスのカーディフ大学（旧ウェールズ医科大学）と国際

交流協定を結び、2人の学生が交換留学生第一号としてイギリスへ渡った1997

年に本格的なスタートを切りました。当時、私立の医科大学が海外交換留学プロ

グラムを導入したのは画期的なことでした。その後、国際交流協定校を増やし、

現在その数は世界10か国・地域に16校を数え、これまで380人超の学生をこ

れらの協定校へ派遣するとともに、受入学生数も390人以上にのぼっています。

派遣留学は5学年生を対象とし、留学先での病院実習は単位認定されます。

派遣留学生は毎年30人弱を数えますが、これは5学年生全体の4分の1以上に

相当するように、留学する学生の割合が比較的高いのが本学部の特徴の一つと

なっています。海外交換留学プログラムは文部科学省の海外留学支援制度に

採択されており、特色のあるプログラムとして特に高い評価を受けています。

私は交換留学生第一号として1997年にイギリスの
ウェールズ医科大学（現カーディフ大学）へ留学しました。
イギリスでは同じ5年生が医師として働いていたのが刺激
的でした。また、GP（ホームドクター）という制度があり、
患者さんがいきなり大学病院へ行くことがないのも新発見
でした。
大学院へ進んでから2度目の留学チャンスを得てフラン

スへ行き、その後、文科省の派遣要員としてアメリカへも

留学。2010年には筋ジストロフィーの遺伝子治療の最先
端を学ぶために再びフランスとイギリスに留学しました。
留学するごとに新しい友人ができ、それらの人脈が次の
留学チャンスにつながりました。
海外には、行ってみないと分からないことがたくさんあり

ます。自分がいかに知らないかを知るためにも、海外
留学は有意義です。若いうちに交換留学制度を活用し
て視野を広げてほしいと思います。

自分がいかに知らないかを知るためにも海外留学は有意義です
東京女子医科大学病院小児科 准教授  石垣  景子

カーディフ大学（イギリス）

ブリュッセル自由大学（ベルギー）
オデッサ医科大学（ウクライナ）
ハジェテペ大学（トルコ）

中国医科大学（中国）

梨花女子大学（韓国）

上海交通大学医学院（中国）　
台北医学大学（台湾）

※ハワイ大学（アメリカ）

ブラウン大学（アメリカ）

コロンビア大学（アメリカ）

マウントサイナイ医科大学（アメリカ）

※テキサス大学メモリアル・ハーマン病院（アメリカ）

エクス＝マルセイユ大学（フランス）

※ペンシルベニア州立大学（アメリカ）

■国際交流協定締結校（2022年6月現在） ※協定終結

※マギル大学モントリオール神経学研究所（カナダ）
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学生が研修医と同等の役割を担っているのが驚きでした
私はベルギーのブリュッセル自由大学に留学しましたが、ベルギーでは学生が日本の研修医と

同等の役割を担っていることに驚きました。患者さんがベルギー人のみならず国境を越えて医療
がなされていたり、安楽死が合法であるなど新しい発見の毎日でした。現地の先生や学生から
食事に誘われたり、逆にベルギーの学生を宿舎に招いてちらし寿司や肉じゃが、そばなどの日本
食パーティーを開くなどして交流を深めました。（M.E.）

英語の環境下で精神的に成長することができました
私は憧れのアメリカ・コロンビア大学に留学しました。英語の環境下で2か月過ごしたことにより、
精神的に成長することができたと思います。また、自分が何を学びたいかをきちんと考えて主張す
ることができるようになりました。毎日通っていたメディカルセンターの入口には“Amazing things 
are happening here”の文字が掲げられていますが、本当にすばらしいことがここで起きている
のだと実感しました。（Y.S.）

アメリカで活躍している先輩方に刺激を受けました
マウントサイナイ医科大学に留学し、アメリカの学生のアグレッシブさを見習うべきだと痛感しまし

た。言語や医学の知識以上に、病棟における医学生の役割の大きさやその姿勢に感銘を受けま
した。ボストン周辺に在住の女子医大出身の先輩方との交流会にも参加しました。アメリカで働く
ことのメリットなど、先輩方の経験談はとても参考になり、海外で活躍されている先輩がたくさんい
ることを誇らしく思いました。（R.Y.）

単位：人

2019年度・2020年度派遣および2020年度受入はCOVID-19感染拡大により中止
※協定終結

大    学    名 累計派遣学生数
（カッコ内は2018年度実績）

累計受入学生数
（カッコ内は2019年度実績）国・地域名

合計

カーディフ大学
ブリュッセル自由大学
エクス＝マルセイユ大学
※ハワイ大学
コロンビア大学
※テキサス大学メモリアル・ハーマン病院
マウントサイナイ医科大学
ブラウン大学
※ペンシルベニア州立大学
※マギル大学モントリオール神経学研究所
オデッサ医科大学
上海交通大学医学院
中国医科大学
台北医学大学
梨花女子大学
ハジェテペ大学

イギリス
ベルギー
フランス

アメリカ

カナダ
ウクライナ

中国

台湾
韓国
トルコ

100（2）
87（6）
21（0）
17（0）
30（2）
7（0）
31（4）
8（1）
4（4）
1（0）
0（0）
25（0）
15（0）
11（2）
24（3）
0（0）

381（24）

86（5）
93（5）
36（3）
17（4）
16（2）
0（0）
28（7）
9（2）
7（2）
0（0）
2（0）
31（2）
31（2）
10（0）
20（3）
5（1）

391（38）

派 遣 学 生 の 声

■国際交流協定締結校と累計派遣・受入学生数（2022年6月1日現在）
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1～10のセグメント
本学部の6年間の教育カリキュラムは、連続性・発展性の
ある1～10のセグメント（教育単位）で構成されており、医師と
しての実践力を修得するためのアウトカム（目標）が定められて
います。セグメント1～3（1学年～2学年前期）では「人体の基本
的構造と機能」、セグメント4～6（2学年後期～3学年）では
「臓器・器官系の構造と機能の正常と異常」、セグメント7（4学

年前期）では「全身的な変化／医学と社会」、セグメント8（4学
年後期）では「臨床入門」を学び、セグメント9（5学年～6学
年前期）の「臨床実習」へと進みます。そしてセグメント10（6学
年後期）では「全体統合／卒業試験」を行います。
セグメント1～7では講義・実習とともにTBLが行われ、

セグメント8ではTBLで臨床推論学修を行います。

■ 6年間のカリキュラム
■
学
年
縦
断
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

「
至
誠
と
愛
」の
実
践
学
修
／
医
療
・
患
者
安
全
学
／
基
本
的
・
医
学
的
表
現
技
術
／
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／
AI
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
医
療
／
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
選
択
科
目

●カリキュラム

前　期 人体の発生と全体構造／疾患の成り立ちと治療の基礎

前　期
（4月～7月）

●CBT（Computer-Based Testing）はコンピュータを用いて医学の知識や思考力などを評価する共用試験、OSCE（Objective Structured Clinical Examination）は患者接遇時における診療技能や態度
などの実技を評価する共用試験です。5学年からの臨床実習に参加するためには、いずれの試験にも合格する必要があります。6学年では診療参加型実習の総仕上げとしてPost-CC OSCEを実施しています。

後　期
（9月～3月）

全身的な変化／医学と社会

後　期

前　期

後　期

前　期

後　期

セグメント3

セグメント4

セグメント2

セグメント1

セグメント5

セグメント6

人体の基礎

セグメント7

セグメント8

セグメント9

セグメント10 卒業試験

人体の構造と
疾患の基礎

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常1

人体の機能と
微細構造

人体の基本的構造と機能／
人体の防御機構

臨床診断総論／循環器系／
呼吸器系／腎尿路系／生殖器系／妊娠と分娩

臨床入門

医療と医学の実践 診療参加型臨床実習（研究実習）

全体統合・
総合達成度評価

前　期

後　期

前　期

後　期

消化器系／内分泌系／栄養・代謝系／
新生児・小児・思春期／加齢と老化、臨終

脳神経系／精神系／運動器系／
皮膚粘膜系／聴覚・耳鼻咽喉系／眼・視覚系

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常2／人の一生

臓器・器官系の構造と
機能の正常と異常3／医学研究

全身的な変化と医学／
医療と社会

臨床入門

1年

2年

3年

4年

5年

6年

共用試験CBT／OSCE

Post-CC OSCE

連続性・発展性のあるセグメントと
学年縦断型教育で医師としての実践力を修得
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■「至誠と愛」の実践学修

学年縦断型カリキュラム

医師としての人間性を養う
使命感や倫理観、対話力など医師としての人間性を養成するカリキュラ

ムです。講義だけでなく体験や実践、ロールプレイ、ワークショップなどさまざ
まな教育法で、思いやりのある温かい心や協調性を育んでいきます。

■基本的・医学的表現技術

文書作成と表現技法を学ぶ
臨床では迅速かつ正確な文書の作成が求められます。文章表現や科学
的レポート・報告書の作成をはじめ、診療録、患者要約、診療情報提供
書などの医療文書、専門職としての文書作成、表現技法を基礎から身に
つけます。

■国際コミュニケーション

英語によるコミュニケーション能力を養う
医療の国際化に対応できる医師を育成するため、1学年に医学英語の
基礎を学び、2学年以降は英語を用いて医療者や患者さんと意思疎通が
図れることを目標に、英語コミュニケーション能力の向上をめざします。

■AI・データサイエンスと医療

情報処理技術と医学・医療への活用法を学ぶ
医療に関わる各種情報を効果的に活用するための情報の収集・整理・
統合・分析の基礎から、ビッグデータの取扱いとデータの解釈、最終的には
AIについての基本的な知識と応用例を学びます。

■研究プロジェクト

科学的プロセス・思考力を養う
3学年後期に科学的プロセス・思考力を養うため研究プロジェクトを設け、
一定期間、研究活動を行います。興味のある学生は活動期間前から、ある
いは活動期間後も継続して研究をすることができます。

■選択科目

一般教養を身につける
人文科学系、社会科学系、自然科学系、外国語、保健体育など全23科

目の中から6科目以上を4学年までの間に選択します。2学年からは早稲田
大学のオープン科目を受講することもできます。

■医療・患者安全学

患者安全について包括的・体系的に学ぶ
現在、医療界で重要な課題となっている患者安全につき、｠リスク管理か

ら質改善などを通じて「組織人」としての医療者への成長を目標とし、知識・
技能・行動・態度に渡って包括的かつ体系的に学んでいきます。

1～10のセグメントに分かれた教育カリキュラムのほか、
学年ごとに積み上げていく縦断型のカリキュラムとして

以下の科目があります。
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1学年

2学年

● Step by Step

3学年

救急蘇生法の実習

授業風景

薬理学実習

1学年前期（セグメント1）は、「人体の基礎」を
中心テーマとして人体、細胞、物質レベルで
生命現象の基礎知識ととらえ方を学びます。
後期（セグメント2）には「人体の機能と微細構造」
を中心テーマとして学び、人体の防御機構を
含む本格的な医学の統合的学修をスタートし
ます。

2学年には疾患の原因と治療の基礎を身につ
けます。前期（セグメント3）では、「人体の構造と
疾患の基礎」を中心テーマとして、人体発生・
比較発生、人体全体構造、生体画像の基本、病因
と病態、治療の基礎について学びます。後期
（セグメント4）からは3学年後期まで続く「臓器・
器官系の構造と機能の正常と異常」が始まり、
循環器系、呼吸器系、腎尿路系、生殖器系の病態・
疾患・治療について学びます。「至誠と愛」の実践
学修では「外来患者付き添い実習」を行い、患者
さんの視点から医療を考えます。

疾患の原因と治療の
基礎を学ぶ

人体の基本構造と
機能を学ぶ

2学年後期に引き続き、「臓器・器官系の構造
および機能の正常と異常」について学んでいき
ます。前期のセグメント5では栄養・代謝系、内分
泌・高血圧系、消化器系、新生児・小児・思春期、
加齢と老化、臨終、後期のセグメント6では脳神
経系、精神系、聴覚・耳鼻咽喉系、眼・視覚系、
運動器系、皮膚粘膜系の構造と機能・病態・
疾患・治療を学びます。「至誠と愛」の実践学修
では女性医師のロールモデル実習、後期には
研究プロジェクトを実施します。

臓器・器官系の
構造と機能を学ぶ

授業科目

【セグメント1】

●人体の成り立ち

●細胞の成り立ち

●人体を構成する物質

●体液と生体の恒常性

●細胞の基本機能

【セグメント2】

●組織の成り立ち

●細胞と情報伝達

●生体システムと制御機構

●遺伝と遺伝子

●生体物質の代謝

●生体と微生物

●生体防御・免疫

●医学用語

授業科目

【セグメント3】

●人体発生・比較発生

●人体全体構造

●生体画像の基本

●病因と病態

●治療の基礎

【セグメント4】

●臨床診断総論

●循環器系1

●循環器系2

●呼吸器系1

●呼吸器系2

●腎尿路系1

●腎尿路系2

●生殖器系1

●生殖器系2

●妊娠と分娩

授業科目

【セグメント5】

●消化器系1

●消化器系2

●内分泌・高血圧系

●栄養・代謝系

●新生児・小児・思春期

●加齢と老化、臨終

【セグメント6】

●脳神経系1

●脳神経系2

●精神系

●運動器系

●聴覚・耳鼻咽喉系

●眼・視覚系

●皮膚粘膜系

●研究プロジェクト
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井戸 萌 さん 

沖田 遥菜 さん 

明石 真優 さん 

●高校では地理や歴史、古文など
様々な授業がありましたが、医学部
の授業は文字どおり“医学一筋”で、
しだいに自分は医師になるのだという
ことを実感し、充実した1年を送るこ
とができました。テュートリアルは、課
題に対して学生同士が話し合う中で
興味を抱いたことを抽出し、それに
ついて調べて発表するという学修法
が、医師として生涯勉強していくうえ
でとても意味のあることだと感じ、日々

の生活の中で気になることがあれば
すぐに調べるという習慣がつきました。
ラットの解剖では、小さな動物でも人
間と同じように心臓や胃、肝臓などが
あり、生命の神秘に触れることができ
て感動しました。
●女子医大に入学したのは、きれい
で存在感のある新しい校舎に惹かれ
たのも一因でした。学生たちは皆、
穏やかな中にも芯があって勉強熱心。
切磋琢磨できる環境にあります。

■すぐに調べる習慣がついたテュートリアル

●2学年の授業で最も印象的だった
のは、やはり前期に行った解剖学実習
です。献体されたご遺体に触れ、メス
を入れるという体験を、緊張感の中で
行わせていただきました。そして、
医療従事者としての道を歩み始めた
という自覚と責任をあらためて感じ
ました。後期からは臨床科目の授業
が始まり、高校生のときからイメージ
していた医学に直結する内容を学ん
でいきました。3学年には研究プロ

ジェクトがありますが、私は細胞シー
トや再生医療に興味があって女子医
大に入学したこともあり、心臓血管
外科でそれらの研究をしたいと思っ
ています。
●私は高校生のとき、慈しみの心を
もって医療を行うという「至誠と愛」と
いう女子医大の理念に感銘を受けま
した。在学生はもちろん、卒業生も
この理念のもとに医療に向き合ってい
るところが女子医大の誇りですね。

■解剖学実習で医師になることの重みを実感

●コロナ禍において、3学年の特徴的
なカリキュラムである“研究プロジェクト”
が予定どおり実施できたことは幸いで
した。私は循環器内科を選択し、｢心
不全の増悪に関係する因子｣を研究
テーマに、データ収集から解析・考察
までのプロセスを学びました。研究を
始めるにあたり、個人情報の取り扱い
方や研究倫理について理解を深めた
ことも印象に残っています。今年9月に
は学会発表の機会をいただき、机上

では学ぶことのできない、大変貴重な
経験をさせていただくこととなりました。
●私は広島出身で、入学当初は馴染
めるか不安でしたが、真面目でありな
がら優しく面白い友人たちに囲まれ、
楽しく充実した日々を過ごしています。
また、女子医大には、家庭を持ちなが
ら臨床だけでなく、研究や教育も両立
させている女性医師が数多くいらっしゃ
います。そのような先輩方に出会える
のが、女子医大のいいところです。

■学会発表の機会を得た研究プロジェクト
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4学年

5学年

● Step by Step

6学年

講義風景

手術室での臨床実習

病棟での臨床実習

前期のセグメント7では全身的な変化と、社会・
法律・衛生・公衆衛生と医学の関わりを学び、TBL
（Team-based learning）で臨床推論を学びます。
後期のセグメント8では臨床実習に備えた臨床入門を
学びます。臨床入門は基本的な臨床技能だけでなく、
画像・検査などの臨床的理解、麻酔・救急などの全身
管理に関わる医学を学びます。セグメント8を修了後、
臨床実習開始までに修得しておくべき必要不可欠な
知識・問題解決能力を客観的に評価する全国共通の
共用試験実施評価機構による試験（CBT）と実技による
客観的臨床能力評価（OSCE）が行われます。

前期・後期ともセグメント9として医療と医学
の実践を学びます。東京女子医科大学病院の
ほか、本学が有する足立医療センターや八千代
医療センター、さらに関連の医療機関や地域の
医療施設などを実地研修の場として、学生の
診療能力を高める臨床実習を行います。海外
交換留学プログラムによる国外での臨床実習や
基礎医学の研修も5学年生が対象で、毎年多く
の学生が国際交流協定を結んでいる海外の大学
へ留学します。

臨床実習により実践力を
身につける

基本的診断法や治療・
医療の基礎を学ぶ

6学年の前期は引き続き臨床実習の期間で、
セグメント9の臨床実習修了後には実習で培った
臨床技能と態度を評価するPost-CC OSCEが
行われます。そして後期のセグメント10では、
6年間の学修の総まとめを行います。症候・病態
の検査と診断をはじめ、各臓器・器官の機能と
病態、女性・母性の健康と疾患、発生・成長・
発達と小児期の疾患、社会環境と保健医療など
について学修し、卒業試験と医師国家試験に臨み
ます。

6年間の総まとめをして
医師国家試験に臨む

授業科目

【セグメント7】

●血液・リンパ系

●感染症系

●免疫・アレルギー疾患・

　膠原病

●環境と健康・疾病・障害

●社会制度と保健・医療・

　福祉

●東洋医学系

●入門型臨床実習Ⅰ

●臨床推論TBL

【セグメント8】

●診療の基礎

●基本的治療法

●臨床基礎実習

●入門型臨床実習Ⅱ

●麻酔・周術期管理

●救命救急医療

●臨床推論TBL

授業科目

【セグメント9】

●地域医療実習

●必修診療科実習

●選択診療科実習

●病院実習総論（講義）

授業科目

【セグメント9】

●選択診療科実習

●病院実習総論（講義）

【セグメント10】

●症候・病態の検査と診断

●循環器・呼吸器の

　機能と病態

●造血・感染の機構と病態

●消化管と肝胆膵の

　機能と病態

●内分泌・代謝・栄養・

　ホメオスターシスの機能と病態

●精神・神経機能と病態

●運動器の機能

●腎泌尿・性器の

　機能と病態

●感覚器の機能と病態

●女性・母性の健康と

　疾患

●発生・成長・発達と

　小児期の疾患

●社会環境と保健医療
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北川 雅 さん 

安田 瑞綺 さん 

稲垣 茉里子 さん 

●新型コロナ禍で対面授業がほとん
どない1年間でした。とはいえ、Web
会議ツールの｢Zoom｣を利用したオン
ライン授業に、特に不安や不満はあ
りませんでした。ほとんどが録画され
ているため、見直すことができるなど、
むしろいい面もあり、効率的だともい
えます。臨床推論 TBLも、｢Zoom｣
で行うことができ、CBT（共用試験）
に向けての勉強もオンライン授業で全
く問題ありませんでした。さすがに実

技評価の OSCEの前には登校し、
密にならないようにして練習しました。
部活は弓道部に所属し、幹部として
会計をやっていましたが、合宿も東
医体への出場もできなかったのが心
残りですね。
●女子医大の学生は皆、まじめで優
秀ですので、刺激されることが多い
ですね。先輩にも優しい人が多く、
勉強面でも生活面でも気軽に相談で
きる環境にあります。

■コロナ禍でも支障なく授業が行われました

●臨床実習で最初に回ったのが心臓
血管外科で、初めて手術室に入りま
した。そのとき緊張感から医療用手
袋がなかなか着けられませんでした。
開胸して動いている心臓を間近で見
たときは感動的でした。最も印象に
残った臨床実習は膠原病リウマチ内
科です。実際に患者さんを受け持ち、
毎日その人のところへ行って聴診器を
当てたり症状をお聞きしたりする。そ
ういう積み重ねが新鮮であり、責任

感も強く感じるようになりました。指導
医の先生から「学生が患者さんのこと
を一番知っているようにしなさい」と
いわれたのも印象的でした。
●女子医大の先生は常に患者さんの
ためになる医療を提供するというモチ
ベーションで動かれていて、学生へ
の教育にも熱心です。また、妊娠中
でも働いている女性医師が何人もい
て、女性が働きやすいところだと思い
ます。

■患者さんを受け持って一層強まった責任感

●6学年はいうまでもなく、医師国家
試験突破が最重要課題となります。
このため、コロナ禍の昨年は感染対
策に一番気を遣った1年でした。前期
は Post-CC OSCEが間近に控えてい
ますので、臨床実習での経験がより
大切になってきます。このため、先生
方のアドバイスをいただきながら、5学
年のときより意欲的に臨床実習に臨み
ました。女子医大の臨床実習では、
学生が患者さんと直接触れ合えるよ

う、先生方が最大限配慮してください
ますので、とても勉強になります。国
試に向けては、コロナに感染したら試
験が受けられないというプレッシャーか
ら神経質になりましたが、なんとか無
事に受けることができました。
●女子医大には女性医師がたくさん
います。臨床実習を通してそれを実
感することができます。自分の将来の
キャリア形成を考える機会がそれだけ
多いといえます。

■コロナ対策に気を遣って国家試験に臨む



卒業式
卒業式では、学長から卒業生1人ひとりに卒
業証書が手渡されます。
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●キャンパスライフ

日々 の学修に彩りを添えるさまざまなイベントが
かけがえのない学生生活を約束
●入学式

●白衣授与式（5学年）

●前期授業開始

●オリエンテーション（1学年）

●しらぎくの集い（2学年）

●吉岡彌生記念講演会

●学祖墓前祭

●厚生懇談会

●カリキュラム懇談会

●学友会総会

●東医体キャプテン会議

●Post-CC OSCE（6学年）

●夏季休業

●東医体

●初期臨床研修医採用試験

●後期授業開始

●解剖慰霊祭

●女子医大祭

●厚生懇談会

●カリキュラム懇談会

●学校推薦型選抜（指定校

推薦・「至誠と愛」推薦・

一般推薦）

●創立記念日（5日）

●CBT（4学年）

●冬季休業

●卒業及落会議

●OSCE（4学年） ●医師国家試験

●一般選抜（第1次試験）

●一般選抜（第2次試験）

●退任教授最終講義

●卒業式

●春季休業

●及落会議

年間行事

4 5 6 7 8 9

10 11 12 1 2 3

白衣授与式
臨床実習に入る5年生1人ひとりに、先生方か
ら白衣を着せていただきます。緊張感の中
にも医師になるという自覚を再認識する瞬間
です。

解剖慰霊祭
セグメント3（2学年前期）において、献体され
たご遺体で解剖学実習が行われます。献体し
ていただいた方々への感謝を込め、その霊を
慰めるのが解剖慰霊祭です。

●臨時及落会議

吉岡彌生記念講演会
毎年5月に東京女子医科大学学会の主催によ
り、本学卒業生による講演（テーマ：弥生先生
を語る）や吉岡弥生研究奨励賞受賞者研究
発表などのプログラムから成る講演会が行わ
れます。医学部1～4学年生と看護学部2～3
学年生が受講します。

入学式
晴れの入学式は弥生記念講堂にて看護学部と
合同で行われます。

東医体（東日本医科学生総合体育大会）
東日本の医科大学・医学部36校が参加する
医学生のスポーツの祭典、それが東医体で
す。大会はすべて学生の手によって企画・
運営されます。本学は馬術をはじめバスケット
ボール、バレーボール、バドミントン、剣道、
弓道など13競技に出場しています。

女子医大祭
毎年10月、2日間にわたって女子医大祭が
開催されます。クラブ・同好会の舞台発表や
学術展示、受験相談会などが行われ賑やかな
2日間となります。



●クラブ・同好会
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仲間との交流を深め充実した学生生活を満喫
文化系

体育系

ゴルフ部 卓球部

ソフトテニス部 バスケットボール部

華道部写真部

スキー部

山岳部ワンダーフォーゲル部

陸上競技部

バドミントン部馬術部

Ballroom Dancing部

ダンス部フットサル部バレーボール部

弓道部

硬式テニス部剣道部

水泳部

アーチェリー部

箏曲部 茶道部 音楽部

室内楽団

地域保健研究会

軽音楽部MESS（医学英語研究会）

美術部

SP研究会

小児医療研究会東洋医学研究会

映画研究会

天文同好会
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●キャンパスガイド

高度医療施設や先端の教育・研究施設を擁した
理想的な学舎「河田町キャンパス」

弥生記念講堂
入学式や卒業式、白衣授与式などのほか、吉岡彌生記念講演会をはじめと
する各種講演会やセミナーなどが行われます。（MAP❼）

教育・研究棟
医局・カンファレンス室・教授室から成る教育・研究棟。
（MAP11）

統合教育学修センター（スキルスラボ）
基本的な診療技術やシミュレータを使用した医療
技能などが学べます。
（MAP16巴女子学生会館1階）

総合外来センター（MAP❶） 第１病棟（MAP❷）
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本学のキャンパス内には、最新鋭の医療機器や設備が完備された東京女子医科大学病院や、早稲田大学との
共同利用施設である先端生命医科学センター（TWIns）などさまざまな教育・研究施設が整備されており、
医学の道をめざす学生たちが専門的な知識や実践力を身につけるのに理想的な環境を呈しています。

巴女子学生会館
統合教育学修センター（スキルス
ラボ）、学生自修室、クラブ・同好
会の部室などがある建物です。
（MAP16）

❶総合外来センター
❷第1病棟　　
❸日本心臓血圧研究所研究部
❹西病棟A
❺西病棟B

❻糖尿病センター
❼弥生記念講堂　
❽南館・東洋医学研究所
❾第3別館
10彌生記念教育棟

11教育・研究棟
12中央病棟
13東病棟
14先端生命医科学センター（TWIns）
15本部・総合研究棟

16巴女子学生会館
17巴研究教育棟

学生健康管理室
学生たちの健康診断や健康相談へ
の対応をはじめ健康管理、各種証
明書の発行、メンタルカウンセリン
グなどを行い、健康的で快適な学
生生活を送れるようサポートして
います。
（MAP16巴女子学生会館1階）

若
松
河
田
駅
へ

曙
橋
駅
へ

牛
込
柳
町
駅
へ

旧膠原病リウマチ痛風センター・
遺伝子医療センター

新
病
棟

建
設
予
定
地
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●卒業後の進路

河田町キャンパスのすぐ近くにある事務局

会長 岩本 絹子
（学校法人東京女子医科大学理事長）

至誠会第二病院至誠会看護専門学校

在校生と卒業生を応援する同窓会組織
一般社団法人 至誠会

東京女子医科大学医学部の同窓会組織である一般社団法人至誠会は、1926（大正

15）年に社団法人として国から認可を受けた歴史ある同窓会です。現在、日本全国そし

て海外に約4,700名の会員が在籍しています。

同窓会として母校を応援することはもちろん、卒業後も当会の学術助成金によってみな

さんの研究を支援し、全国の支部において研修会なども開催しています。また、東京都

世田谷区で301床を有する至誠会第二病院と至誠会看護専門学校を運営しており、

母校出身の研修医の教育、研修施設としても協力しています。

女性は家庭の事情などでキャリア形成がままならないことが起こり得ますが、女性医師

としてみなさんの将来像を考えるためのロールモデルとなりうる先輩が身近に数多くいる

ことは、たいへん心強いことと思われます。男女共学の医学部にはない良さだと言える

でしょう。事務局も大学のすぐ近くにありますので、在学中でも卒業後でも、何か相談が

あればいつでも気軽にお立ち寄りください。どんな小さな相談でも構いません。当会も

精一杯、みなさんに協力します。
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研修医として医療人の第一歩を踏む
本学部卒業後は、初期臨床研修医として医療人の第一歩を踏み出すことになります。東京女子医科大学病院では
卒後臨床研修センターを設け、研修医のキャリア形成を支援しています。

厳しくも暖かい卒後臨床研修センター センター長 西村 勝治
卒後臨床研修センター

研修医からのメッセージ

研修プログラム

小児科
専門コース

産婦人科
専門コース

外 科
専門コース

■基本コース
1年次に研修したい診療科と研修時期
（3か月）を選択することができます。将
来の専門領域を見据えて自由に診療科
を選択できるのが大きな特徴です。

■専門コース
将来の方向性をある程度決めている人
には、それぞれの領域の専門医をめざ
すのに役立つようなプログラムになっ
ています。

本学部は医師国家試験に向けて毎年、専門の講師を招いて対策講座や補講を実
施しています。また、学生１人ひとりと面接をするなど手厚いサポートを行っており、
医師国家試験合格へと導いています。

本学部卒業後は、ほとんどの卒業生が初期臨床研修医として病院に勤めること
になります。2021年度の卒業生は9.7％が本学附属病院、36.3％が他大学附属
病院、45.1％が国公立・民間病院へ進みました。

■医師国家試験合格をサポート ■卒業生の進路状況

■本学附属病院　■他大学附属病院　■国公立・民間病院　■その他

過去5年間の医師国家試験合格率（新卒者）
96
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88
114回
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115回
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116回
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112回
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（％）

本学 全国

東京女子医科大学の卒業生は、卒後ほぼ全員が初期臨床研修医
となり2年間を過ごします。6年生の夏に自分の希望する研修病院の
試験を受け、マッチングの結果で研修先がきまります。当院の卒後臨床
研修センターの初期臨床研修プログラムは、基本コースのほか、小児
科、産婦人科、外科の各専門コースを設定しています。当院が目指す
研修スタイルは、高度な医療を実践する担い手を育成するだけでなく、
将来チーム医療のリーダーとして活躍できる高い倫理観や医療安全を
重視した人間教育にも重点を置いています。一方で、当院で２年間を
過ごした皆さんが、当院を選んで本当に良かったと実感できるような、
厳しくも暖かい家庭のようなセンターであり続けることをいつもスタッフは
心がけています。入学され6年間を学部で過ごした後に、皆さんと初期
研修でお会いできることを心よりお待ちしております。

研修医でも患者さんやご家族にとっては担当医であることを痛感
初期臨床研修医 吉田 華栞
女子医大5年生で八千代医療センター小児科において臨床実習をしたとき、子どもたちに真摯に向き合っている
先生方の姿に感銘を受けて、私は小児科医になりたいと思いました。女子医大病院での臨床実習では、先生方が
教育熱心で病院の雰囲気も良いと感じ、卒業後はここで研修医生活をスタートさせたいと思いました。幸い、研
修プログラムに小児科専門コースがあり、小児科医になりたいという意志が強かった私は、迷わず女子医大病院の
卒後臨床研修センターに入職しました。
研修医として患者さんを受け持ち、医療行為をする責任は、学生時代とは大違いです。しかし、研修医1年目は

自分でなかなか治療方針が決められず、ついつい先輩に頼ってしまうことが多かったです。その時に、「担当医の
貴女が決めるべき……」と指導され、たとえ研修医であっても患者さんやご家族の前では自分が担当医なのだという
ことを痛感させられてきた1年でした。研修医2年目は、自分が先輩を頼りにしてきたように、後輩に頼りにされ、気軽
に相談してもらえるような雰囲気づくりに努めながら引き続き研修を続けていきたいと思っています。

（％）
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●活躍する卒業生

「至誠と愛」の精神を未来に継承していく 学校法人東京女子医科大学　理事長　岩本 絹子　

私は昭和48年（1973）に本学を卒業し、産婦人科に入局、大学院へ入学し、学位を取得しました。私の母も昭和９年（1934）に本学を卒業し、
佐賀県唐津市で開業しておりましたので、私も地域医療に従事したいと思い、昭和56年（1981）3月に東京都江戸川区に産婦人科を開業しており
ましたが、同門の先輩である相羽早百合先生より、至誠会（本学医学部同窓会）の活動への参加依頼があり、平成４年（1992）に社団法人至誠会 
理事に就任し、平成16年（2004）に社団法人至誠会 副会長に就任、平成25年（2013）に一般社団法人至誠会 会長に就任し、医学部同窓会の
発展に努めました。今日までの30年間の至誠会の活動を通じて、創設者吉岡彌生先生の建学の精神と理念を未来に繋いでいくことの大切さをより
深く自覚しました。
本学においては、平成13年（2001）に評議員に就任し、平成20年（2008）に理事に就任。二度目の医療事故の後、第三者委員会の指摘を受け、
平成26年（2014）12月に副理事長に就任し、財務担当理事・経営統括理事・法務担当理事・施設将来計画諮問委員長を兼務し、財務改善や
それまで滞っていた施設の耐震化・老朽化対策・新校舎の建設、東医療センターの足立区への移転事業を進めてきました。平成31年
（2019）4月1日より前任理事長 吉岡俊正先生の任期終了に伴い、臨時理事会において、理事長に選任されました。創設者の吉岡彌生先生
以来、女性理事長の就任は72年ぶりとなります。
新校舎の建設は、学生教育の主要部分と医学・看護学の研究室が入る彌生記念教育棟と、解剖・病理・法医および共同研究の場となる巴研究

教育棟が、令和2年（2020）2月に竣工し、同年4月に開設されました。設備面は大きく改善し、最先端のICTの導入によってシステム関連やインターネッ
ト環境を強化したことで、コロナ禍で自宅学修となった際には、授業収録システムによる授業配信を円滑に行うことができ、医学部・看護学部の学生の
新しい学び舎として稼働しています。また、足立区と協力して進めていました東医療センター移転事業においては、移転先となる足立区江北にて、
令和元年（2019）3月から新病院の施工を開始し、昨年令和3年（2021）11月に竣工、「東京女子医科大学附属足立医療センター」と名称変更し、
本年令和4年（2022）1月に開院しました。病床数450床規模の足立区及び近隣の地域医療を担う拠点病院として、順調に稼働しています。
そして、皆様ご存知のとおり、本学は、明治33年（1900）に、吉岡彌生先生によって創設された東京女醫學校が前身となっています。新制大学
昇格時の建学の精神は、「医学の蘊奥（うんおう）を究め兼ねて人格を陶冶し社会に貢献する女性医人を育成する。」と記されています。医学を極め
るだけでなく、人格を高めるための努力をし、各自が人格を磨き続け、社会に貢献できる女性医療人となる。それを実行するための理念は、吉岡彌
生先生がいつも大切にしていた座右の銘である「至誠と愛」であり、本学の教育・研究・診療すべての基盤となります。さらに、近年では、指導的
な人材を輩出していくことが、本学には求められています。
また、本学は、本年令和4年（2022）12月5日に創立122周年を迎えます。創設者 吉岡彌生先生の志である建学の精神と理念「至誠と愛」の継承
は、私学である本学の使命です。さらにこの先の200周年に向けて、今後も引き続き、女性医療人の育成そして社会に貢献する大学であり続ける
ために、理事長そして同窓会会長として努めてまいります。今後とも皆様にはご支援ご協力の程、何卒宜しくお願い申し上げます。

第一線で活躍している医学部卒業生
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女子医大は1学年から6学年までずっと同じキャンパスで学びます。キャンパス内には女子医大
病院や大学院・研究施設があり、卒業後は臨床研修医として本院に入職する人や大学院へ進む人も
います。そして、医師や研究者、教員としてバリバリ働いている卒業生がキャンパス内にはたくさんい
ます。そういう人たちを間近に見ながら自分の将来を考えられますし、実際に接して薫陶を受けること
もできます。つまり、キャンパス内にはロールモデルが山ほどいるわけです。これが女子医大の最も
すばらしい点だといえます。こうした医科大学はほかにはあまりないでしょう。
私はもともと小児科医でしたが、脊髄性筋萎縮症や筋ジストロフィーなど遺伝性疾患の患者さんに
接したことが遺伝子の研究につながり、それが我が国初の「遺伝子医療センター（現、ゲノム診療科）」
開設へと発展しました。女子医大には、どんな領域にも取り組める自由さがあり、夢の実現に向けて
「頑張れ！」と背中を押してくれる良き伝統があることもすばらしい点です。私は日本遺伝カウンセリング
学会の理事長も歴任し、遺伝カウンセリングの普及とその人材育成にも努めています。
女性医師になって社会に役立つ人間になろうという目標を抱いたならば、困難なことがあってもずっと

その気持ちを持ち続けてほしいと思います。大学受験が最初の困難かもしれませんが、クリアして
女子医大に入学されたら、目の前の困難を一つひとつ乗り越えていってください。女子医大にはそれをサポートする環境も整っていますので、きっと
大きな達成感を味わうことができるはずです。

東京女子医科大学名誉教授・特任教授　齋藤 加代子

私は昭和49（1974）年に東京女子医科大学を卒業しました。6年間の学生生活では、女性医師とし
て生涯にわたって同じ道を歩んで支えあう多くの仲間とめぐり会うことができ、そして多彩な良いロール
モデルの先生方に出会いました。これは私の宝となっています。このような環境は我が国で唯一の女
子医科大学で学ぶ一つの魅力だと思います。
私は本学を卒業後、大学院に進み、米国NIH（国立衛生研究所）留学も経験し、内分泌内科医と

して本学で診療、教育、研究に従事しました。卒後の大学生活においても、良き指導者に恵まれ、良
い環境で国際的に活躍する先輩・同僚と切磋琢磨し、良き後輩達との充実した時間を過ごすことがで
きました。卒前にのみならず卒後の教育体制も整っているのも本学の魅力の一つです。
また、我が国において女性医師は増加していますが、指導的地位に立つ女性医師は少なく、女性
医師のキャリアパスはいまだに未熟な状態です。本学では単に女性医療人の勤務継続に対する支援
などのセーフティネットを提供するだけでなく、医療人としてのキャリア形成とその促進、リーダーシップ
の育成を通じて、リーダーとしてよりよい社会をつくるために活動する女性医療人を育成することを目的
として、『女性医療人キャリア形成センター』（http://www.twmu.ac.jp/gender/）が設置され、私は
現在センター長を務めています。センターには、「女性医療人リーダー育成部門」、「女性医師・研究者

支援部門」、「女性医師再研修部門」、「看護職キャリア開発支援部門」４つのプロジェクト部門と「ダイバーシティ環境整備事業推進室」があり、多面
的に活動し、成果を上げています。卒後キャリアの支援体制の整っているのも本学の魅力の一つです。
本学の建学の精神は『医学の蘊奥（うんおう）を究め兼ねて人格を陶冶（とうや）し社会に貢献する女性医人を育成する』であり、大学の理念は、

学祖吉岡彌生先生の座右の銘の『至誠と愛』（きわめて誠実であること、慈しむ心（愛））です。建学の精神と理念を柱として彌生先生の想いは先輩
から後輩へと継承されています。是非皆様と一緒に継承できれば思います。

東京女子医科大学　常務理事、女性医療人キャリア形成センター長、名誉教授　肥塚 直美

生涯にわたり同じ道を歩む多くの仲間と良きロールモデルに囲まれ、
卒後キャリア支援体制が整った環境

キャンパス内にロールモデルが山ほどいるのが最大の魅力です
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●大学院

本学には、6つの専攻から成る大学院医学研究科と、早稲田大学との連携による我が国初の共同大学院として
共同先端生命医科学専攻が設置されています。

専 攻

形態学系

機能学系

社会医学系

内科系

外科系

研 究 分 野 ・ 内 容

●神経分子形態学　●顕微解剖学・形態形成学　●人体病理学・病態神経科学

●神経生理学　●分子細胞生理学　●生化学　●薬理学　●微生物学免疫学

●環境・産業医学　●公衆衛生学　●法医学

●呼吸器内科学　●内分泌内科学　●糖尿病・代謝内科学　●腎臓内科学　●高血圧学　●循環器内科学
●消化器内科学　●脳神経内科学　●血液内科学　●膠原病リウマチ内科学　●総合内科学・総合診療科
●精神医学　●小児科学　●皮膚科学　●放射線腫瘍学　●画像診断学・核医学　●病理診断学
●リハビリテーション科学

●呼吸器外科学　●内分泌外科学　●乳腺外科学　●心臓血管外科学　●肝・胆・膵外科学　●上部消化管外科学
●下部消化管外科学　●炎症性腸疾患外科学　●脳神経外科学　●整形外科学　●形成外科学　●眼科学
●耳鼻咽喉科学　●産婦人科学　●麻酔科学　●泌尿器科学　●顎口腔外科学　●口腔顎顔面外科学
●救急医学　

先端生命医科学系 ●先端工学外科学　●遺伝子医学　●代用臓器学　●再生医工学　●統合医科学　●疾患モデル研究

専 攻

共同先端生命医科学

研 究 分 野 ・ 内 容

●先端医療機器研究部門（先端治療機器
　設計・開発評価、先端治療機器臨床応
　用・開発評価、循環器医工学）
●創薬・再生医療研究部門（組織再生医
　療、分子細胞医療、ナノ医療工学）

■医学研究科（博士課程）
医学研究科には形態学系、機能学系、社会医学系、内科系、外科

系、先端生命医科学系の6つの専攻があります。いずれも4年制で、
それぞれの専攻課程の研究を深め、医学領域の研究・診療・教育・

■共同先端生命医科学専攻

行政における指導者の育成をめざします。所定の単位を修得し、学位
論文の審査と最終試験に合格した人には博士（医学）Ph.D.の学位が
授与されます。

早稲田大学と本学との連携によって2010年に開設された共同先端
生命医科学専攻は3年制で、自然科学の基礎と人間科学を含む人文
社会科学の融合領域である医療レギュラトリーサイエンスに関連した研
究を行うとともに、先端医療機器や医用材料、再生医療やゲノム医療
などの開発・実用化において指導的な役割を担う人材の養成をめざし
ます。所定の審査に合格した人には博士（生命医科学）の学位が授与
されます。

専門分野の研究を深め
医学領域における指導者をめざす
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●奨学金・教育ローン・学費

各種奨学金制度で学生の修学をサポート
学ぶ意欲があり、経済的な支援を必要とする学生のために、さまざまな奨学金制度や教育ローンを設けて
修学をサポートしています。従来の奨学金制度に加え、一般選抜合格者向けに特待生制度も設置しています。

■各種奨学金制度

■学費・納入金

■特待生制度
一般選抜合格者の成績上位5人を特待生とし、学資負担者の年収に関係なく、授業料（年間280万円）を継続的に4学年まで給付しま
す。ただし、入学後の学業が31位以下の場合には給付を打ち切ります。

■教育ローン
信販会社と提携し、一般の教育ローンより有利な条件になっています。奨学金制度とは異なり、学納金が直接、大学に振り込まれます。

種 類

■2023（令和5）年度 ※委託徴収金の内訳
種 別 入 学 時 2学年以降の納入金

̶　　
2,800,000円
2,000,000円
1,208,000円
  800,000円
145,000円
6,953,000円

貸与・給与期間 備 考資 格 奨 学 金 額

東京女子医科大学
特別奨学生

1年
ただし審査によって
更新することができる

<貸与>
授業料および実習費相当額
またはその一部

4月20日締切
（2年生以上）

独立行政法人
日本学生支援機構

●学資の支弁が困難と認められる者
●学修に意欲があり、学業を確実に修了できる
見込みがあること

標準修業年限

<貸与>
●第1種(無利子)
自　宅 54,000円(最大月額)
自宅外 64,000円(最大月額)
●第2種(有利子)
月　額　 20,000円～
　　　　 120,000円

（1万円単位の金額の中から選択）
※希望により160,000円まで
　増額可能(最大月額)

全学年対象

公益財団法人
颯田医学奨学金

●学資の支弁が困難と認められる者
●学業・人物ともに優れ、かつ健康であること

給与開始の年月から
卒業または修了予定
の最短年月日

<給与>
月　額　 30,000円 4年生対象

給与開始の年月から
卒業または修了予定
の最短年月日

4年生以上対象

上記のほかに、給付・貸与共に各種奨学金を募集しています。

入学金
授業料（年額）
施設設備費
実習費（年額）
教育充実費（年額）
委託徴収金 ※
合計

2,000,000円
2,800,000円
2,000,000円
1,200,000円
3,300,000円
149,000円

11,449,000円

種 別 入 学 時
学友会入会費

学友会費（年額）

至誠父母会費（年額）

至誠会準会員会費（年額）

合計

 6,000円

7,000円

80,000円

56,000円

　149,000円

2学年以降
 ̶　　

7,000円

80,000円

58,000円

　145,000円

●在学中に学資負担者の死亡、失業、破産、災害、
事故等により家計が急変し、学費の納入がとく
に困難であること
●学業成績が良好であること
●心身ともに健康であること
●卒業後、返還期間中は本学附属医療施設に勤務
することを希望する者

<給与>
月　額　 25,000円

給与開始の年月から
卒業または修了予定
の最短年月日

1年生対象公益財団法人
小林育英会

●学資の支弁が困難と認められる者
●学業・人物ともに優れ、かつ健康であること

●学資の支弁が困難と認められる者
●学業・人物ともに優秀かつ健康であること

一般財団法人
楠田育英会

<給与>
月　額　 30,000円

（令和3年度募集実績）
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●医療施設

東京女子医科大学病院を核に多彩な医療施設を展開

東京女子医科大学病院
（東京都新宿区）

当院は1908年の開設以来、質の高い安全な医療の提供と次代を担う医療人の育成に努めて
きました。高度で適切な治療を提供するために、当院には約50の診療科があり、最先端のカテー
テル治療や内視鏡治療のほか、手術件数は年間約10,000件、ロボット支援手術件数も年間約
600例、腹腔鏡手術などの低侵襲手術症例数も豊富で国内でも有数な高度医療を提供していま
す。また、知識や技能といった最先端の高度医療の提供だけでなく、医療人の基本的に持つべ
き心や態度についても研修に力を入れています。明日を担う医療人を養成する医療機関として、
医師や看護師の臨床実習に充実したカリキュラムを提供するとともに、チーム医療を担う専門職
（薬剤師、臨床検査技師、臨床工学技士、栄養士など）向けの実践的な研修プログラムも整備し、
人間性豊かな医療人の育成を図っています。「至誠と愛」の理念の下、女性医人の育成には特
に力を入れており、在学中は勿論のこと、卒業後も働きながら継続して学び、研究出来る環境を
整備しています。

総合外来センター

中央病棟 第1病棟

板橋 道朗 病院長

本学は、キャンパス内にある東京女子医科大学病院をはじめ、足立医療センター（東京都足立区）、八千代医療セン
ター（千葉県八千代市）など多彩な医療施設を有しており、学生たちにさまざまな臨床実習の場を提供していることが
大きな特徴となっています。
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足立医療センター
（東京都足立区）

成人医学センター
（東京都渋谷区）

昭和９年開院以来８７年間発展し続けてきた当院は
2022年1月に足立区江北の新病院に移転し附属足立
医療センターと改称しました（４５０床、外来患者数１日
約９００名）。二次保健医療圏（荒川・足立・葛飾区）
唯一の３次救命救急センターを持つ地域災害拠点中
核病院かつ都認定地域医療支援病院として下記の
ような最新の設備に整備し、継続して地域医療を守っ
ています。
新病院は屋上へリポートや救急ハイブリッド手術室、

救急ハイブリッドER（IVR-CT）などの最新設備とともに
ユニット系病床（ICU、NICU、HCU、SCU）数を30床
増やし、さらに全個室の研修医寮が併設しました。豊
富な指導医の下、住居費を節約して研修に専念できか
つ都心アクセスが良いという地の利のある病院です。

八千代医療センター
（千葉県八千代市）

2006年に開設されて10年目の2016
年、新病棟が竣工して病床数が357床
から501床へと大きく増加した八千代医療
センター。地域に密着した中核病院とし
て、特に急性期医療や救急医療、小児・
周産期医療を、地域の医療機関と連携し
ながら担ってきました。こうした特徴を生か
しつつ、新病棟の建設を契機に心血管疾
患、脳血管疾患、がん、糖尿病など地域
の疾患構成に即した成人医療にも積極的
に取り組んでいます。病院実習において
も、このような地域特性が反映されたプロ
グラムが提供されます。

渋谷駅から徒歩圏内に位置する本学附属施
設で昭和50年に開設しました。健診部門と外
来部門から成り、健診では会員/一般健診に加
え、企業健診にも力を入れています。
外来診療は内科(循環器、消化器、脳神経、
糖尿病)、眼科、婦人科、乳腺外科を中心に、
渋谷区認知症疾患医療センターとしての機能も
兼ね備えており、成人疾患に対する包括的な
医療に取り組んでいます。医学生、研修医、女
性医療人キャリア形成センター研修生を受け入
れており、各種外来診療・各種画像検査の陪
席、放射線画像・心電図・エコー等の専門医
による読影指導が好評です。

東洋医学研究所
（東京都新宿区）

東洋医学研究所は、2022年に開
設30周年を迎えました。西洋医学の
診察だけでなく、東洋医学の独自の
診察方法を用いて診断（証）・治療を
行います。慢性疾患を抱える患者さ
んの症状緩和や生活の質向上、さら
に健康増進や加齢に伴う症状の改
善に貢献しています。東洋医学の教
育は本学医学部のカリキュラムに取り
入れられており、学生や医師の教育
機関としての役割も担っています。

新病院外観

内潟 安子 病院長

岩﨑 直子 所長 木村 容子 所長

新井田達雄病院長

入院棟
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●研究施設

再生医療など最先端の研究を推進

本学と早稲田大学との医工融合研究教育拠点として2008年にオープンしたのが先端生命医科学センター、通称「TWIns（ツインズ）」です。２
つの大学の研究者・学生と企業が自由に交流し、共同研究を行う環境にあるのがTWInsの最大の特長です。

スマート治療室（SCOT®）

先端生命医科学センター（TWIns）
Tokyo Women’s Medical University-Waseda University Joint Institution for Advanced Biomedical Sciences

先端生命医科学研究所では、1969年の創設以来築かれてきた医理工薬・産学融合体制のもと、医師と研究者が一体となって、未来の患者
様を治すべく、基礎研究から臨床応用さらには産業化に至るまでのあらゆる階層において、新しい医療技術の研究開発に取り組んでいます。ま
た同時に、未来の医療を担う分野を超えた融合型の新しい医師・研究者の育成にも尽力しています。術中に腫瘍の位置情報を知らせるリアルタ
イムナビゲーションシステムや、あらゆる医療機器が接続し情報が集約・可視化されるスマート治療室（SCOT®）、手術ロボット等の手術支援技
術の研究開発を進めており、従来の外科医の目と手と脳を超越するハイクオリティな治療の実現を目指しています。また生体外で細胞から組織・
臓器を構築する独自の技術「細胞シート工学」を基盤とした研究開発を進めており、これまでに様々な臨床医学領域において世界初・日本発の再
生医療を実現しています。

本学は、先端生命医科学センター（TWIns）をはじめ総合医科学研究所、実験動物研究所など充実した研究施設
を擁し、医療の基礎的研究から最先端医療の創造まで幅広い研究に取り組んでいます。

細胞シート工学による再生医療

先端生命医科学研究所　Institute of Advanced Biomedical Engineering and Science
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総合医科学研究所
最新鋭の機器を駆使して幅広い研究を展開
基礎と臨床をつなぐ“橋渡し的研究“を推進
総合医科学研究所は、総合研究所と統合医科学研究所が統合して、2022年にできました。それ

ぞれの研究所の業務を統合しつつ引き継いでいます。旧総合研究所では多くの機器を整備して学内
の幅広い研究を支援する共同利用施設があります。例えば、インテリジェント透過型電子顕微鏡や
小動物用・高性能コンパクトMRIシステム、共焦点レーザー顕微鏡、高速セルソーター、遺伝子解析
装置、細胞観察装置などです。共同利用施設は、河田町キャンパスのほか、足立医療センターと
八千代医療センターにも共同利用できる分室が開設されています。
旧統合医科学研究所では、基礎医学研究と臨床医学研究を有機的に統合し、疾患の分子メカニズム解析とそれに裏付けられた疾患の予防・診断・治療
法などの開発を推進する研究施設です。がんや生活習慣病 、先天性疾患などさまざまな難病の原因究明に取り組み、学内外の基礎・臨床各科との共同
研究を行いながら、基礎と臨床の垣根を取り去った“橋渡し的研究”を推進しています。また、次世代型シーケンサーと呼ばれる大規模並列型DNA解析装
置を擁しており、ゲノム解析受託サービスを行っています。今後は、統合したメリットを活かして共同利用施設の運営の効率化と解析サービスのレパートリー
の拡充を行なって参ります。

医学・生命科学研究において、疾患の病態生理を解明し、その結果を新規治療法の開発に役立てるためには、動物個体を用いた実験が必要となり
ます。実験動物研究所は、本学における教育と研究に必要な実験動物の管理と、円滑な動物実験の遂行を目的に設けられた共同利用施設です。この
研究所には、（１）教育研究、（２）飼育管理、（３）動物供給、（４）情報収集の４つの業務部門が置かれており、飼育されている動物種はマウス、ラット、
ウサギ、モルモット等で、得られた研究成果は国内外の学術誌に発表されています。
2020年に巴研究教育棟において新施設が設置され、学内に散在していた動物飼養施設・実験室が中央化されて一括管理となりました。稼働に際し

て全ての遺伝子改変マウスは体外受精と受精卵凍結を行いクリーンな状態で搬入し、その結果開設以来全ての小動物飼育室はICLAS
（International Council for Laboratory Animal Science）モニタリングセンターの通常動物コアセットの全ての項目が陰性であり、SPF（specific 
pathogen fee）の状態を維持しています。
本研究所では、動物の飼育・管理と並行して、学内・学外の様々な大学・研究所からの依頼を受けて、ゲノム編集を用いた遺伝子組換えマウスの

作製、および体外受精、受精卵凍結、凍結受精卵の融解、移植、帝王切開などの胚操作サービスを行っています。
（HPの学内URL：http://houjin.int.twmu.ac.jp/intra/jikken_dobutsu/、学外URL：https://www.twmu.ac.jp/ILA/）。 

実験動物研究所（Institute of Laboratory Animals）
実験動物の飼育・管理と遺伝子組換えマウスの作製

総合研究所がある総合研究棟

実験動物研究所がある巴研究教育棟

実験動物研究所のマウス飼育室。全ての飼育室で温度および湿度は
自動管理によるデジタル表示となっており、ラックには自動給水装置が
設置されている。

発生工学室の遺伝子改変マウス作製機器。マイクロインジェクター、倒立顕微鏡、
3次元ジョイスティック、フェムトジェットなどから構成されている。

遺伝子改変マウスを作製する目的で、顕微鏡下でマウス受精卵前核にガラス
針を用いてcrRNA, tracrRNA, Cas9, ss ODN (single strand oligo donor
nucleotide）を注入しているインジェクション写真。

巴研究教育棟は、実験や
研究を主に行う専門施設と
して、彌生記念教育棟と並
行して建設されました。

巴研究教育棟
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●2023年度入学者選抜

本学部の入学者選抜には、学校推薦型選抜（指定校推薦）、学校推薦型選抜（「至誠と愛」推薦）、学校推薦型選抜
（一般推薦）、一般選抜の4種類があります。10月にはオープンキャンパス・入試説明会・入試相談会をウェブ上で
開催予定です。

■入学者選抜概要

※学校推薦型選抜（指定校推薦）は、令和6（2024）年度入学者選抜より廃止となります。
※出願書類はすべて郵送にて受け付けています。本学窓口での受け付けは原則として行っていません。
※出願資格などについては本学のホームページをご覧ください。

学校推薦型選抜（指定校推薦）

学校推薦型選抜（一般推薦）

募 集 人 員：約10名
出 願 期 間：令和4年11月1日（火）～11月8日（火）（必着）
試 験 日：令和4年11月19日（土）
試 験 会 場：本学医学部
試 験 科 目：●思考力試験（文章、データなどを示して読解、

分析、判断の能力を評価する）
●小論文
●受験生による小グループ討論
●面接

合 格 発 表 日：令和4年12月1日（木）
入学手続期間：令和4年12月2日（金）～12月13日（火）（必着）
入 学 検 定 料：60,000円

学校推薦型選抜（「至誠と愛」推薦）
募 集 人 員：約10名
出 願 期 間：令和4年11月1日（火）～11月８日（火）（必着）
試 験 日：令和4年11月19日（土）
試 験 会 場：本学医学部
試 験 科 目：●思考力試験（文章、データなどを示して読解、

分析、判断の能力を評価する）
●受験生の建学の精神についての理解を問う
小論文

●面接
合 格 発 表 日：令和4年12月1日（木）
入学手続期間：令和4年12月2日（金）～12月13日（火）（必着）
入 学 検 定 料：60,000円

一般選抜
募 集 人 員：約67名
出 願 期 間：令和4年12月26日（月）～

令和5年1月23日（月）（必着）
試 験 日：【第1次】令和5年2月1日（水）

【第2次】令和5年2月15日（水）または2月16日（木）
※第1次合格発表日にいずれかを指定します。

試 験 会 場：【第1次】京王プラザホテル東京
【第2次】本学医学部

試 験 科 目：【第1次】●英語：コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ
●数学：数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・数学A

数学B（数列、ベクトル）
●理科：「物理」物理基礎・物理

「化学」化学基礎・化学
「生物」生物基礎・生物
※物理・化学・生物のうちから2科目選択。

●適性試験 ●小論文
※評価は第1次試験合格者選抜には使用せず、第2次試験
　合格者選抜のときに使用します

【第2次】●面接 ※第1次試験合格者に対して実施します。

合 格 発 表 日：【第1次】令和5年2月8日（水）
【第2次】令和5年2月22日（水）

入学手続期間：令和5年2月24日（金）～3月3日（金）（必着）
入 学 検 定 料：60,000円

開 催 日 時 ：令和4年10月頃

オープンキャンパス・入試説明会・入試相談会

本学の理念、建学の精神、学生生活、教育、入学試験など
についての説明会・相談会を行います。開催方法につきまして
は、新型コロナ感染症の感染状況を加味して、決定いたします。
詳細は本学ホームページに掲載予定です。

入学者選抜には学校推薦型選抜（指定校推薦）、
学校推薦型選抜（「至誠と愛」推薦）、学校推薦型
選抜（一般推薦）、一般選抜の4種類があります

募 集 人 員：約23名
出 願 期 間：令和4年11月1日（火）～11月8日（火）（必着）
試 験 日：令和4年11月19日（土）・20日（日）
試 験 会 場：本学医学部
試 験 科 目：●思考力試験（文章、データなどを示して読解、

分析、判断の能力を評価）
●小論文
●受験生による小グループ討論
●面接

合 格 発 表 日：令和4年12月1日（木）
入学手続期間：令和4年12月2日（金）～12月13日（火）（必着）
入 学 検 定 料：60,000円
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※一般（特待）は、一般の中に含む。

令和4年度 入学者選抜結果

令和4年度 入学者の出身地別人数

一般選抜第1次試験の試験時間と配点
募集人数：110名（うち43名は推薦入学）
入学者数：110名（うち44名は推薦入学）
倍　　率：一般7.7倍　推薦（一般）1.2倍

最高点：284点
入学者の最高点：268点　　　入学者の最低点：185点

ストレート卒業率（6年間で卒業できる率）
2021年3月のストレート卒業率は、全国平均が84.0％であるのに対し、本学では91.8％でした。
この数値は、いかに留年生が少ないかを表しています。

入試種別 合計 現役 一浪 大卒
（短大）

高卒
認定

一般選抜

推薦（一般）

推薦（至誠と愛）

推薦（指定校）

一般選抜

推薦（一般）

推薦（至誠と愛）

推薦（指定校）

一般選抜

一般選抜

一般選抜

（一般（特待））

推薦（一般）

推薦（至誠と愛）

推薦（指定校）

一般

一般

一般選抜

（一般（特待））

推薦（一般）

推薦（至誠と愛）

推薦（指定校）

入学者合計

681

28

11

10

651

28

11

10

370

340

89

（5）

23

11

10

200

66

（2）

23

11

10

110

 185

22

9

10

181

22

9

10

76

72

14

（1）

17

9

10

50

10

17

9

10

46

 221

6

2

210

6

2

127

114

26

（1）

6

2

70

18

6

2

26

二浪
 120

114

76

67

21

（1）

33

16

（1）

16

三浪
 54

48

35

35

11

（2）

20

8

（1）

8

 74

71

44

40

11

（0）

22

10

10

 25

25

11

11

6

（0）

4

4

4

2

2

1

1

（0）

1

志願者

第1次受験者

第1次合格者

第2次受験者

合格者

補欠者

補欠合格者

入学者

0

1

8

7

2

14

0

84

3その他
四国

中国

北海道

入学者数（名）

東北

中部

近畿

九州

沖
縄

関東

Q1　  選択科目によって有利・不利はありますか？
A1　  有利・不利はありませんので、

  得意科目で受験することをおすすめします。

Q2　  現役・浪人の有利・不利はありますか？
A2　  有利・不利はありません。

  同一基準で公平に選考されます。

Q3　  合否の基準点や足切り点はありますか？
A3　  合否の基準点も足切り点もありません。

  総合点で評価します。

Q4　  合格発表はどのように行われますか？
A4　ホームページに掲載します。

Q5　  繰上げ合格者の発表はどのように行われますか？
A5　  欠員が生じた場合に、繰上げ合格者本人または
  　　　保護者宛に電話連絡します。

Q6　  学校推薦型選抜は併願が可能でしょうか？
A6　  本学を第一志望（専願）でお願いしています。

Q7　  入学手続きはどのようになっていますか？
A7　  合格者は入学に必要な費用を所定の期日までに

  一括して納入していただくことになります。

Q8　  学校推薦型選抜で不合格だった場合、一般選抜を
  受験することはできますか？

A8　  受験することは可能です。
  新たに出願手続きをとってください。

Q9　  過去の入試問題はどうすれば入手できますか？
A9　  書店で過去問題集（赤本、教学社発行）を購入ください。

Q10　学校推薦型選抜の思考力試験はどのようなものですか？
A10　文章、データなどを示して読解、分析、判断の能力を
　　　　評価する試験です。

補欠順位36位まで（うち21名入学）

（人）

よくある質問

四浪
以上

数学 英語 物理 化学 生物 適性・小論文試験
時間（分）

配点

60

100

60

100

120（3科目のうち2科目選択）

200

60

̶
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新宿御苑前

代々木南新宿

東新宿

西武新宿

大久保通り

靖国通り

甲州
街道

小田
急線

京王
線

新宿三丁目

中央線

抜弁天通り

新大久保

西早稲田

大久保

諏訪通り

明
治
通
り

西
武
新
宿
線

副
都
心
線

山
手
線

初台

新宿

❶東京オペラシティサンクンガーデン
京王新線初台駅に直結した超高層
（234メートル）複合文化施設・東京
オペラシティにある屋外広場「サンク
ンガーデン」。円形劇場風のこの広場
のシンボルは、巨大な人のモニュメン
ト。それを囲むようにレストランや
ショップが配置されており、アーティス
ティックな空間を呈しています。クリ
スマスシーズンに設置されるジャンボ
クリスマスツリーも見ものです。

巨人のモニュメントがシンボルのサンクンガーデン

❹NEWoMan（ニュウマン）
J R新宿駅新南口の新たな商業施設
「NEWoMan」。女性をターゲットに、
ファッションや雑貨、コスメなど約100店
舗が集結。LA発・日本初出店のピッツェ
リアやデザートバーが人気です。「フード
ホール」は朝7時から翌朝4時までの21
時間営業です。

❻花園神社
新宿はかつて“内藤新宿”と呼ばれ
る宿場町でした。花園神社はその
総鎮守として信仰を集めるととも
に、境内では演劇や見世物なども
興行され、多くの人々に親しまれて
きました。今も唐十郎のテント芝居
が行われるなど、花園神社は芸能・
文化の発信地となっています。

❺紀伊國屋書店本店
国内主要都市はもとより海外にも
店舗を擁する一大書店チェーンの紀
伊國屋書店。その発祥（1927年）が
ここ新宿本店です。5階を「新宿医書
センター」と銘打っているように医
学書の品揃えは国内最大級。医療
関係者や医学生にとって嬉しいフロ
アです。4階には「紀伊國屋ホール」
があり、日本の演劇界を代表する
劇団の舞台が楽しめます。

❼新宿末廣亭
新宿のビルの谷間に立つ趣のある木造の建
物。それが、都内に4つある寄席の1つ、新
宿末廣亭です。木造の寄席は唯一ここだけ。
江戸時代から続く寄席の伝統的な雰囲気を
現代にとどめています。昼の部（12：00～
16：30）と夜の部（17：00～21：00）のほ
か、土曜日には深夜寄席（21：30～23：
00）も行われています。

❸新宿サザンテラス
小田急新宿駅南口の商業施設「新宿ミロー
ド」から甲州街道をデッキでまたぎ、代々木
方面へ通じるオシャレな遊歩道、それが新宿
サザンテラスです。遊歩道上にはショップ・
レストランが点在し、小田急サザンタワー内
のホテル・レストランとともに人気のスポット
となっています。

メインエントランス（イメージ）

4階にある「紀伊國屋ホール」 花園神社社殿

趣のある造りの新宿末廣亭

新宿サザンテラス広場となっている
小田急サザンタワー前

日本初出店のピッツェリア「800°ディグリーズ ナポリタン ピッツェリア」

南西方向の昼と夜の眺望
❷東京都庁展望室
地上202メートル（45階）の高さから東京の街を無料で一望できるスポット、それ
が東京都庁展望室です。天気が良ければ富士山を望むことができ、夜11時まで
開室しているため夜景を堪能することもできます。展望室は南と北に2室あり、
それぞれ第一本庁舎1階から専用エレベーターを利用できます（写真提供：東京都）。

魅力あふれる新宿で充実したオフタイム

●周辺ガイド・アクセス

5階が「新宿医書センター」となっている新宿本店

西新宿

新宿西口

中央線
中央

大久保久保

ガーデン
た超高層
設・東京
場「サンク
この広場
ニュメン
トランや
アーティス
ます。クリ
ジャンボ
す。

西新宿
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早稲田通り

早稲田

江戸川橋

神楽坂
飯田橋

市ヶ谷

四ッ谷 麹町 半蔵門

牛込神楽坂
牛込柳町

若松河田

東京女子医科大学

曙橋

四谷三丁目

有楽町線

都営新宿線

丸ノ内線

東西線

大江戸線

新宿通り

女子医大通り

外
堀
通
り

総
武
線南

北
線

外
苑
東
通
り

❾小笠原伯爵邸
旧小倉藩・小笠原長幹の邸宅と
して1927（昭和2）年に建てら
れました。スパニッシュ様式の
異国情緒が漂う建物で、東京都
の歴史的建造物に選定されてい
ます。2002年にスペイン料理の
レストラン「小笠原伯爵邸」として
オープンし、9年連続ミシュラン
ガイドで1つ星を獲得していま
す。また、館内にはスペインの缶
詰とともにスペインワインやシェ
リーを気軽に楽しめるバルも併
設しています。

フランス式整形庭園

スペイン料理を味わえる小笠原伯爵邸

10早稲田大学
1882（明治15）年に大隈重信が創立した東京専門学校を前身とし、1920（大正
9）年に大学令に基づく大学となりました。現在13学部、21研究科を設け、文科省
のスーパーグローバル大学に指定されています。2010（平成22）年に東京女子医
科大学との共同による「共同先端生命医科学専攻」が設けられ、その拠点として女
子医大に「TWIns」が開設されました。また、女子医大生は早稲田大学のオープン
科目受講が可能です。

我が国唯一の演劇専門博物館「坪内博士記念演劇博物館」大隈重信像から大隈講堂を望む

11神楽坂通り
石畳と黒塀の路地、オシャレなフレンチやイタリアンの店、風情ある料亭や古民家
を利用したレストラン……。人気スポットの神楽坂は、いつも横丁や路地を散策す
る人々で賑わっています。運がよければ芸者さんの姿を目にすることもできます。
ほおずき市と阿波踊りの2部構成（2日ずつ）で開催される「神楽坂まつり」（7月）を
はじめ、春夏秋冬いろいろなイベントが行われるのも魅力です。

風情のある石畳と黒塀の路地月～土曜は正午から1時間、日曜・祝日は
正午から午後8時まで歩行者天国となる神楽坂通り

大久保通り
牛込柳町駅

若松
河田
駅

曙橋駅

都営大
江戸線

河田町
コンフォガーデン

靖国通り
都営新宿線

女子医大通り

外
苑
東
大
通
り

あ
け
ぼ
の
ば
し
通
り

東京女子
医科大学

若松河田駅下車
若松口より徒歩5分

牛込柳町駅下車
西口より徒歩5分

曙橋駅下車
A2出口より徒歩8分

【東京女子医科大学へのアクセス】

東京女子医科大学が立地する新宿は三大副都心の一つで、いつもたくさんの人々でにぎわっています。新宿駅周辺には高層ビルが建ち並び、
一大ショッピングエリアを形成。大学から少し足を延ばせば、由緒ある公園や神社仏閣、風情ある通り、文化施設などが数多く点在しています。
オシャレで魅力あふれる街・新宿は、充実したオフタイムを約束してくれます。

半蔵門 1111神楽坂
石畳と石石 黒塀
をををを利用ををををを した
る人々で賑
ほおずき市
はじめ、春

月～土曜は正午
正午から午後8

若松河田
若松口よ

半
蔵
門
線

❽新宿御苑
新宿御苑は1906（明治39）年に
皇室の庭園として誕生しました。
一般に開放されたのは、1949
（昭和24）年に国民公園となって
からです。フランス式整形庭園、
イギリス風景式庭園と日本庭園
を巧みに組み合わせた庭園は、
数少ない風景式庭園の名作とさ
れており、都民の憩いの場となっ
ています。（庭園内は酒類持込・
遊具類使用禁止です）
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http://www.twmu.ac.jp/
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